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大阪体育大学の生成 AI の利用に関する基本方針 

 

１．目的 

本方針は、大阪体育大学（以下「本学」という）における生成 AI の利用に関し、学生、教員及

び職員（以下「構成員」という）が共有すべき基本的な考え方および原則を示すものである。 

生成 AI は、人工知能技術の進展を背景として発展している代表的な技術であり、教育、研究、

競技、大学運営及び社会連携の各領域において新たな可能性をもたらす一方、その利用には学問

的誠実性、倫理性及び安全性に関する適切な配慮が求められる。 

本学は、生成 AI の適切な利活用を通じて、教育・研究の質の向上、競技力の高度化及び大学運

営の効率化を図るとともに、本学の教育理念に基づく主体的な学び及び実践の充実を目指す。 

なお、教育活動、研究活動、大学運営等における具体的な取扱いについては、本方針に基づ

き、別途ガイドラインを定める。 

 

２．基本的な考え方 

生成 AI は、人間の知的活動及び業務を支援する有効な手段であるが、その利用にあたっては、

常に人間が主体であり続けなければならない。 

本学における教育、研究、競技及び大学運営は、身体を通した実践、経験の蓄積並びに主体的

な思考及び判断を基盤とするものである。生成 AI は、これらの活動の分析、理解、支援及び拡張

を通じてその高度化に資するものであり、身体を通じて得られる経験、感覚及び主体的な判断を

伴う実践そのものを代替するものではない。 

構成員は、それぞれの立場において生成 AI を適切に活用しつつ、その成果及び判断に対する責

任を自ら負う。 

 

３．基本原則 

本学の構成員は、生成 AI の利用にあたり、以下の原則を遵守する。 

（１）学問的誠実性及び業務倫理の確保 

生成 AI の出力を、そのまま自己の成果又は業務成果として利用することは、学問的誠実

性及び職務上の倫理に反する行為となり得る。 

生成 AI を利用した場合には、その利用の範囲及び過程を適切に示し、成果に対する責任

を明確にしなければならない。 

（２）主体的な思考、判断及び実践の尊重 

学修、研究、指導及び業務において求められる思考、判断及び実践は、構成員自身が担

うべきものである。 

生成 AI の利用は、これらの過程を支援する範囲にとどめ、思考や判断、実践そのものを

代替することのないよう留意しなければならない。 



（３）情報の正確性に対する責任 

生成 AI は、不正確又は不適切な情報を生成する可能性がある。構成員はその出力を無批

判に受け入れることなく、信頼できる情報源に基づく検証を行う責任を負う。 

（４）情報管理及び安全性の確保 

生成 AI の利用にあたっては、個人情報、機密情報及び未公開の研究情報等の取扱いに十

分留意しなければならない。これらの情報を不適切に入力することは、重大な問題を引き

起こす可能性があるため、厳に慎むものとする。 

４．運用 

 生成 AI の具体的な利用方法及び教育、研究、競技、大学運営等の各場面における取扱いについ

ては、本方針の趣旨を踏まえ、別途定める。また、生成 AI の活用の在り方は、学問分野及び業務

の特性に応じて検討されるべきものであり、各現場における適切な判断と工夫が求められる。 

５．見直し 

 本方針は、社会的動向及び技術の進展並びに本学における教育、研究、競技及び大学運営の状

況を踏まえ、必要に応じて見直しを行う。 

６．附則 

 本方針は、2026 年度より施行する。 

 


